
宮城県高等学校野球連盟

1
0 0 0

0 0
石 巻 3 1 1

0 14 0
0

準決勝 楽天Ｋｏｂｏスタジアム宮城

0

2
0仙 台 育 英 5

第９７回全国高等学校野球選手権宮城大会
□大会第１１日目 7 月 20 日 （ 月 ）

失安 点 盗 犠 四 三 残
37 11 5 315

併
01

打
011 7 9【仙】

時間 42 分

0 5 12 9 20 0

安部吉

9 055 【石】 36

▽本塁打（三） 小松宗
（ ）

西山充 （二）

▽暴投 木村1(石)

【仙】 佐藤世・百目木 ―

▽捕逸

佐々木柊(仙)

(仙)
(石)

▽二塁打
佐藤将・紀伊

加藤

▽三塁打
阿部
郡司

郡司(仙)

なし

（球）

【石】 亀山・木村 ―

佐藤拓 （一）

【評】

育英は初回，無死３塁の好機に２番青木が中前打を放ち先制。２死から５番佐々木良，７番佐々木
柊，８番谷津の適時打で５点を挙げ一方的な試合になると思われたが，その裏石巻は先頭の田中，
２番千葉寛の連打，３番金野，４番安住が四球を選び押し出しで１点を返し育英先発の佐藤世が降
板。後を継いだ百目木からも連打で計３点を挙げた。
 育英は２回，２死３塁から４番郡司の投手強襲適時打を足掛かりに６番紀伊，7番佐々木柊の連続
適時打で４点を追加。その後も郡司の本塁打を含む計１５安打の猛攻で１１点を挙げ試合を決め
た。石巻は再三にわたり走者は出すものの育英の２番手投手百目木を攻めきれず，２回以降は２点
に抑えられた。打力に勝る育英が２年ぶりの決勝進出。
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氏家健 （三）

松田・木皿・遠藤・今井佑

【評】

ノーシードながら勝ち上がってきた中部の東北学院榴ケ岡対と北部の古川工業の対戦。先制したの

は古川工。２回５番遠藤の２塁打後８番渡邊の内野安打と敵失の間に１点を奪う。続く６回には，

４番庄子５番遠藤の連続安打などの後６番齋藤のスクイズや９番高橋の適時打などでこの回一挙４

点を挙げ試合の主導権を完全に握った。追う榴ケ岡は７回この試合無死満塁の絶好の機会を得た

が，その後，得点することができなかった。東北学院榴ケ岡は，継投でこれまで勝ってきたが，こ

の試合では，上手く機能出来なかった。
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